
 農林水産省では、「地方みらい共創戦略」に基づき、農林水産地域の活性化・官民共創による企業参画等の地方創生の
実現に向け、現場での案件形成を強力に推進していく。

 このため、国の伴走支援による地域レベルの官民共創拠点「農林水産 地方創生センター（仮称）」を各地で形成。第１
号は今夏の立ち上げを目指す。

地方みらい共創戦略に関する地域レベルの官民共創拠点 「農林水産 地方創生センター（仮称）」のイメージ
多様な主体の連携＋生産から販売までの一気通貫の取組を推進
（取組例）
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生産：スマート技術等の先端技術をフル活用した低コスト・高収量の生産技術を確立・普及し、有機農業の取組を面的に拡大
販売：学校給食での活用など地産地消の推進、交流を通じた国内外の顧客（ファン）の獲得、輸出や直売所を含む多角的な販路の開拓
付加価値向上(交流)：観光や異業種の企業との連携による生産者・産地との継続的交流、食育の推進による消費者意識の変革

インバウンドとの交流

食育の推進

里業・森業・海業の推進

農業体験の推進

多様な主体との「かけ算（新結合）」による共創活動を推進

１ 「地方みらい共創戦略」の基本的考え方③
多様な主体との連携による拠点の設置「農林水産 地方創生センター(仮称)」
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